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表
彰
式
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

　

▼
日
時　�
月　

日�
午
前　

時　

分
か
ら　

▼
場
所　

市
民
会
館
小

��

��

��

ホ
ー
ル　

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課�
（���
）����

　今年は�丑�年。千葉県は日本の酪農発祥の地といわれています。�代将軍徳川吉
うし

宗の時代、インドの白牛�頭を輸入。それを繁殖させ、乳製品を作ったことが始
まりとされています。現在でも全国第�位の生乳生産量を誇る千葉県。八千代市
も主要な生乳生産地です。人口��万人を超え、都市化が進む八千代ですが、��軒
の酪農家が�����頭の牛を飼育しています。
　「意外と知られていないけれど、市内にはたくさんの牛がいるんですよ」と八千
代市乳牛改良同志会会長の黒崎栄司さん。下高野にある黒崎牧場では��頭の牛と
共に新年を迎えました。
�������	
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今
年
、
八
千
代
市
で
成
人
式
を
迎
え
る
人
は����
人
で
す
。
厳
粛

な
式
典
に
加
え
、
新
成
人
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
記
念
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

▼
日
時　�
月　

日�
午
後�
時　

分
か
ら
受
け
付
け
、
午
後�
時
式

��

��

典
開
始　

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル　

▼
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
課

�
（��
�
）����
　

※
当
日
は
案
内
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。ま
た
、

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
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※�
歳
以
下
の
子
ど
も
を
お
ん
ぶ
ひ
も
で
背
負
っ
て
い
る
場
合
は
無
料

　

▼
休
園
日　

毎
週
月
曜
日
。
休
園
日
が
祝
日
の
場
合
は
営
業
し
翌
日
休

園　

▼
品
種　�
章��
姫�
、
と
ち
お
と
め
な
ど�
（
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

あ
き 
ひ
め

期　
　

間

�
月�
日�
〜�
月　

日�
��

�
月�
日�
〜�
月�
日�

�
月　

日�
〜
終
了
日

��

小
学
生
以
上

����
円

����
円

����
円
い
ち
ご
パ
ッ
ク
付
き

※
団
体
に
は
付
き
ま
せ
ん

�
歳
〜
小
学
生
未
満

���
円

���
円

���
円

���

【
個
人
】　

▼
開
園
期
間　�
月�
日

�
〜�
月
中
旬　

▼
開
園
時
間　

午

前�
時　

分
〜
午
後�
時　

▼
入
園

��

方
法　

①
米
本
い
ち
ご
園
…
ふ
る
さ

と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
館
内
の
自
動
販
売

機
で
入
場
券
を
購
入
し
、現
地
へ（
販

売
は
午
前�
時
か
ら
）　

②
島
田
い
ち�

ご
園
…
直
接
現
地
へ　

▼
問
い
合
わ

せ　

①
は
、
い
ち
ご
ハ
ウ
ス���

�
（����
）����
　

②
は
、

農
事
組
合
法
人「
島
田
」����
（����
）���
�
　

※
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
の
利
用
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
終
了
時
間
を

早
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
団
体
】　

▼
開
園
期
間　�
月　

日�
〜�
月
中
旬　

▼
開
園
時
間　

午

��

前
の
部
…　

時
〜
正
午　

午
後
の
部
…�
時
〜�
時　

▼
場
所　

ふ
る
さ

��

と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
合
。
案
内
人
と
共
に
各
自
の
車
で
農
園
へ
移
動　

▼
申
し
込
み　

事
前
に
空
き
状
況
を
確
認
の
う
え
、
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
事
務
室�
（���
）��
���
（���
）��
��
へ
申
込
書
を

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
持
参　

※
申
し
込
み
は
原
則　

人
以
上
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す

��

■
料
金　

い
ず
れ
も　

分
食
べ
放
題
、
練
乳
付
き
。
消
費
税
込
み
。
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▼
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課�
（
４
８
３
）１
１
５
１
、
ま
た
は

清
掃
セ
ン
タ
ー�
（
４
８
３
）４
５
２
１
へ

朝８時30分までに集積場所へ。不燃ごみは休日と重なった場合も収集
紙

布

類

紙
パ
ッ
ク

び

ん

缶

類

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

可
燃
ご
み

有
害
ご
み

不
燃
ご
み

該　　当　　地　　域
コ
ー
ス

土　

３
日
は
休
み

火

月
・
水
・
金　
　
　
　
　
　
　

15
第３木

８
臨時

村上（成田街道北側で新川西側）、
萱田町（成田街道北側から東葉高速線南側）、
萱田（成田街道北側から東葉高速線南側）、
大和田（成田街道北側から東葉高速線南側）、
大和田新田（300・400・500・700番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、ゆりのき台１・２丁目

９

22
第４木

８
第２木

高津（県道幕張八千代線より西側）、高津東、
大和田新田（100・200番台の成田街道南側）10

休み
第１木

15
第３木

高津団地、
大和田新田（１～99番地の成田街道南側）11

８
第２木

22
第４木

大和田新田（900・1000・1100番台の成田街道北側
から東葉高速線南側）、緑が丘２～４丁目12

月　
　

日
は
休
み

12
水

火
・
木
・
土　
　
　
　
　
　
 

16
第３金

９
臨時勝田台13

23
第４金

９
第２金

勝田台南、勝田、ゆりのき台３～８丁目、麦丸、
萱田町（東葉高速線北側）、萱田（東葉高速線北側）14

休み
第１金

16
第３金

大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、
緑が丘１・５丁目15

９
第２金

23
第４金

大学町、真木野、小池、佐山、平戸、神久保、
島田台、島田、桑橋、桑納16

資　源　物指定袋使用

該　　当　　地　　域
コ
ー
ス 紙

布

類

紙
パ
ッ
ク

び

ん

缶

類

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

可
燃
ご
み

有
害
ご
み

不
燃
ご
み

土　

３
日
は
休
み

木　

１
日
は
休
み

月
・
水
・
金　
　
　
　
　
　
　

20
第３火

６
第１火

大和田（成田街道南側）、萱田町（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線より東側）、
高津（県道幕張八千代線より東側）

１

27
第４火

13
第２火八千代台北２

６
第１火

20
第３火八千代台西、八千代台南３

13
第２火

27
第４火八千代台東４

月　
　

日
は
休
み

12

金　

２
日
は
休
み

火
・
木
・
土　
　
　
　
　
　
 

21
第３水

７
第１水上高野５

28
第４水

14
第２水村上団地６

７
第１水

21
第３水

村上（新川の東側）
下市場、下市場１・２丁目７

14
第２水

28
第４水

神野、保品、下高野、米本、
米本団地、堀ノ内８

不
法
投
棄
専
用
受
付
電
話

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

�
�
�
�
（��
������
�
）

や
ち 
よ 

し��
���
���
�
ゴ 

ミ 
ゼ
ロ

通
報
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

あたる地区（コース番号９・13）は、８日�・９日�に臨時収集を行います。詳 
細は、下表で確認してください。
■粗大ごみ　粗大ごみの電話申込（受付専用電話�483-4506）と清掃センター
への持ち込みは、５日�から受け付けます。

■年始のごみ収集　①可燃ごみ・資源物…５日�から収集開始　②不燃・有害
ごみ…６日�から収集開始　※ただし、不燃ごみの収集日が１日�・２日�に

年始のごみ収集開始日と臨時収集の日程

２
日
は
休
み　

　

日
は
収
集
あ
り

12
２
日
は
休
み　

　

日
は
収
集
あ
り

12

１
日
は
休
み

３
日
は
休
み

１
日
は
休
み

３
日
は
休
み

問い合わせは、農政課

��������	


　ここでは、市内の酪農の歴史や現況など
について、紹介します。

　八千代の酪農は、昭和初期に乳業会社系列の
牧場が東京から移転してきたことから始まりま
す。理由は“比較的広大な土地が確保できる事”
“出荷するための交通の便がいい事”などから八
千代が選ばれたようです。そのため、多くの牧
場は、成田街道沿いや八千代台、吉橋・高本地
区にありました。

�������	
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　生産された牛乳は、主に、市内の牛乳加工工場
に納品され、各種乳製品の原材料に使われてい
ます。ここで作られた商品は、市内の各小売店
やふるさとステーションで買うことができます。

▲乳牛にえさを与える関谷さん

��������	

　昭和37年には200 軒近い牧場がありましたが、 
その後、①牧場周辺の急激な都市化　②後継者
の不足　③生乳価格の低迷などの理由により徐 
々に減少しています。
　しかし、新たな場所に移転し、さまざまな工 
夫をしながら経営を続けている牧場もあります。

��������

　市内全体の乳牛飼育頭数は、昭和45年の2,463
頭を最高に、その後は、年々減少し平成20年に
は1,110 頭となっています。また、牧場の数も
昭和37年の192軒から平成20年には22軒まで減 
っています。しかし、１戸当たりの平均飼育頭
数は、昭和37年の８頭から平成20年には50.5頭
に増加しています。

�������	


　八千代市畜産協会会長の関谷 
さんに、牧場経営の現状やこれ 
からの抱負について、お伺いし 
ました。
■何人で牛を育てていますか？ 
　私と妻、息子の３人で、現在

65頭の乳牛を飼育しています。
■牧場経営で１番大変なことは？
　石油価格の上昇に伴い、飼料となる穀物が、バ
イオ燃料を作るための原材料になってしまった事
や輸送コストの上昇などによって、えさ代が数年前 
と比べると、約50パーセント近くも値上がりして
しまったことですね。
　反面、牛乳の小売価格は数年ぶりに1リットル 
当たり10円上がったとは言え、経費などを差し引
くと私たちの収入は数円程度しか増えていません
から。
■対策として何か工夫していることは？
　飼料に対するコストを少しでも軽減するために、 

�������	
��
�
���
�������
八千代市畜産協会会長・関谷勝利さん（米本）

自給飼料の増産に力を入れています。また、牛の
排泄物をたい肥化して、各企業などに卸していま
す。すべて自然の物なので、環境や人体にとても
優しいと、お客さんの評判もいいですね。
■これから、やってみたいことは？
　現在、米本にある“ふるさとステーション”で、
私たち酪農家５軒が集まって、自分たちの牛乳を
原料にした、アイスクリームを販売しています。
　将来は、100 パーセント八千代産の“ご当地牛
乳”のような商品が作れたらと考えています。
■皆さんに一言
　私たちは“自分たちがずっと飲み続けたくなる
ような牛乳を作ろう”“高品質な牛乳を作ろう”と、
みんな、えさや生乳などの品質管理、牛舎の衛生
管理を厳しく行っています。その証拠に、県や国 
の乳牛コンテストで上位入賞したこともあります。 
皆さんには、私たちが作った高品質の牛乳をもっ
と飲んでほしいですね。

【母子保健課・塚本栄養士】
　牛乳は、脂肪やたんぱく質・
カルシウム・ビタミンが豊富に
含まれた、栄養価の高い食品で
す。特にカルシウムを効率よく

�������	
�

摂取するには、最適な食品ですね。また、骨 粗 
そ

 鬆 症や便秘予防に効果がある事は知られていま 
しょう

すが、最近は、コレステロール値の上昇を抑え
たり、体脂肪を減少させたりする効果があるこ
とも分かってきています。栄養をより効果的に
摂取するために、肉や魚介・海草・野菜類など
と組み合わせてみましょう。

■
牛
が
飼
わ
れ
て
い
た
主
な
地
域　

■
は
昭
和　
39

年
当
時
、
■
は
平
成　

年
現
在
、
■
は
継
続
し
て
い

20

る
地
域



�
き
な
粉
と
黒
み
つ
を
か
け
た

　

ミ
ル
ク
く
ず
餅

（ �������）�

�483-1151（代表）へ

�������	
�
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　市内酪農家で組織する“八千代市畜産環境保
全組合”では、環境に配慮した循環型農業を目
指して、米本、吉橋、尾崎にあるたい肥化施設
で、完熟牛ふんたい肥を生産・販売しています。
家庭菜園やガーデニングなどで使ってみたい人
は、農政課へお問い合わせください。

お節のあとのデザートに

�������	
��
���

【材料・４人前】
　牛乳…250ml、砂糖…50ｇ、片栗粉…50ｇ
※お好みで、きな粉・砂糖…適宣、牛乳…適宣、
黒みつ…適宜
【作り方】
①なべに牛乳と砂糖、片栗粉を入れ、木べらな 
　どでよくかき混ぜる。
②なべを中火にかけ、木べらで絶えずかき混ぜ 
　る。くず 餅 が固まり始め、重くなってきたら 

もち

　弱火にし、一つにまとまるまで混ぜる。　※焦 
　げやすいので、火加減に注意してください。
③くず餅をスプーンですくって味を確認し、粉 
　っぽい場合は、加熱しながら更によくかき混 
　ぜる。
④ラップを敷いたバットにくず餅を移す。表面 
　にもラップをかけ、上から表面が平らになる 
　ようにもう１枚のバットや皿などで押さえ、 
　冷めるまでそのまま置いておく。
⑤食べる30分ぐらい前に適当な大きさに切り、 
　冷蔵庫で冷やす。　※冷し過ぎると固くなる 
　ので注意してください。
⑥器に盛り、砂糖入りのきな粉、黒みつ、また 
　は牛乳をかける。
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八
千
代
市
議
会
議
長　
　

横
山　

博
美

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
社
会
・

経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展
に

伴
い
、地
方
自
治
体
の
事
務
権
限
の
拡
大
、

自
由
度
の
向
上
な
ど
自
己
決
定
、
自
己
責

任
の
範
囲
が
よ
り
一
層
広
が
る
な
ど
、
市

民
生
活
に
直
結
し
て
い
る
地
方
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
も
、
ま
す
ま
す
大
き
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
会
に

課
せ
ら
れ
た
役
割
と
責
任
を
果
た
す
べ
く
、 

平
成　

年
に
立
ち
上
げ
た
議
会
活
性
化
検

19

討
委
員
会
に
お
い
て
、
継
続
的
に
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
は
議

会
の
一
般
質
問
の
方
法
を
よ
り
わ
か
り
や

す
く
す
る
た
め
、
一
問
一
答
方
式
に
近
づ

け
た
質
問
項
目
ご
と
に
完
結
さ
せ
る
方
法

に
改
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
傍

聴
さ
れ
る
方
の
利
便
性
を
考
慮
し
、今
後
、

定
員
の
枠
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
開
催
中

は
随
時
受
け
付
け
、
傍
聴
で
き
る
よ
う
に

改
め
ま
し
た
。

　

よ
り
身
近
な
議
会
・
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
今
後
も
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
、心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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八
千
代
市
長　
　

豊
田　

俊
郎

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
昨
年　

月
末
に
人
口
が　

万
人
を
超
え
、

10

19

県
内
７
番
目
の
中
堅
都
市
と
し
て
、
発
展
し
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、
タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
都
と
平
成
元
年
に
始

ま
っ
た
こ
ど
も
親
善
大
使
の
交
流
事
業
が　

年
目
を
迎

20

え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
友
好
都
市
提
携
協
定
を
５
月

に
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
子
ど
も
施
策
で
は
、
従
来
の

乳
幼
児
対
象
の
入
院
助
成
を
中
学
校
終
了
ま
で
と
し
た

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
大
や
県
立
八
千
代
広
域

公
園
計
画
事
業
地
内
に
自
然
環
境
を
活
か
し
た
「
新
川

わ
く
わ
く
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」
を
オ
ー
プ
ン
、
福
祉
施
策

で
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
家
族
な
ど
が
気
軽
に
交
流
で

き
る
「
八
千
代
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、 

開
院
し
て
２
年
が
経
過
し
３
５
５
床
が
フ
ル
稼
働
し
、
県 

内
２
番
目
の
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た

本
市
の
中
核
病
院
と
し
て
地
域
医
療
の
向
上
に
貢
献
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
第
３
次
総
合
計
画
・
第
４
期
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
事
業
の
継
続
を

始
め
、
市
民
活
動
団
体
の
支
援
等
を
図
り
、
市
民
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
１

パ
ー
セ
ン
ト
支
援
制
度
の
導
入
及
び
新
川
周
辺
地
区
の

道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め「
八
千
代
市
都
市
再
生
整
備
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。 

　

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
施

策
と
し
て
「
八
千
代
市
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
」
を
本
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
み
ん
な
の
力

で
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
３
次
総
合
計
画
が
平
成　

年
度
で
終
了

22

す
る
た
め
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
社
会
環
境
の
変
化
に

応
じ
た
適
切
な
対
応
と
機
転
を
利
か
せ
、「
当
意
即
妙
」 

を
旨
と
し
た
市
政
の
経
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
身
に
付
け
た
知

識
や
技
術
を
ほ
か
の
人
に
教
え
た
い
市
民
の
皆
さ
ん
を
講
師
と
し
て
登
録
し
、

学
び
た
い
人
に
紹
介
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
生
涯
学
習
振
興
課
で
は
、
同
バ

ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
で
き
る
人
は
、
本
制

度
の
目
的
に
賛
同
し
、
か
つ
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
る
人
で
す
。

　

▼
登
録
要
件　

①
免
許
・
資
格
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
る

人
、
も
し
く
は
豊
か
な
経
験
と
専
門
知
識
や
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
で
講
師
と

し
て
積
極
的
に
指
導
で
き
る
人　

②
政
治
・
宗
教
・
営
利
活
動
を
目
的
と
し
な

い
人　

③
一
定
の
情
報
公
開
に
同
意
で
き
る
人　

▼
登
録
方
法　
　�
生
涯
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
講
師
登
録
申
請
書�
に
必
要
事
項
を
書
き
、
教
育
委
員

会
庁
舎
内
生
涯
学
習
振
興
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
同
課
や
総
合

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
、公
民
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
振
興
課�
（���
）����

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、　

年
度
に
市
内
各
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）の
吹
き
付
け

��

材
及
び
空
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
を
実
施
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ

れ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
除
去
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、　

年�
��

月　

日
に
日
本
工
業
規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
除
去
工
事
な

��
ど
を
行
っ
た
施
設
以
外
の
再
調
査
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、吹
き
付
け
材
含

有
調
査
で
は
、
大
和
田
・
阿
蘇
の
各
公
民
館
、
市
民
会
館
、
小
板
橋
公
会
堂
、

村
上
・
勝
田
台
の
各
小
学
校
、
大
和
田
・
高
津
の
各
中
学
校
で
新
し
い
基
準
値

を
超
え
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、空
気
中
の
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
調
査
で
は
、
す
べ
て
の
施
設
で
空
気
中�
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
浮

遊
粉
じ
ん
濃
度
が�
・�
本
以
下
で
基
準
値（　

本
）を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

��

結
果
、
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
改
修
計
画
を
策
定

し
、
対
策
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
改
修
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
定

期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�

　
（
総
務
課
）

公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

　
　�
八
千
代
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱�
に
基
づ
き
、
�
八
千
代

市
に
お
け
る
学
校
給
食
の
方
針
と
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
配
置
に
つ
い
て
（
素

案
）�
に
対
す
る
意
見
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

▼
内
容　

八
千
代
市
に
お
け
る
今
後
の
学
校
給
食
の
方
針
と
給
食
セ
ン
タ
ー

の
再
配
置
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
る
も
の　

▼
意
見
を
提
出
で

き
る
人　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人　

②
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

③
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
親
族　

▼
募
集
期
間　�
月

　

日�
〜�
月　

日�
必
着　

▼
意
見
の
公
表
場
所　

教
育
委
員
会
庁
舎
内
保

��

��

健
体
育
課
、
市
役
所�
階
情
報
公
開
室
、
支
所
・
連
絡
所
、
公
民
館
、
図
書
館
、

市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（�������������������������

���������

）　

▼
提
出
方
法　

意
見
募
集
期
間
中
に
公
表
す
る
骨
子
案
を
参�

照
し
て
く
だ
さ
い　

▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
体
育
課�
（���
）����

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

�����



�（ �������）

　救急医療や高度医療など市が抱える医療課題
に対応するため、市が誘致し、18年12月に開院
した八千代医療センター。今回は、開院して２ 
年が経過した同センターの現状を紹介します。

�������	
��
����

皆さんの健康を守るため
より良い医療を提供します

講
演
会
「
ケ
ー
タ
イ
と
子
ど
も
の

安
全
を
考
え
る
」
を
開
催

ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
運
営
委
員

護
者
会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
協
働
で
制
作
し
た
も
の
で
す
。
内
容
は
、「
親
力
自

己
診
断
」「
子
育
て
豆
知
識
」「
子
育
て
メ
ー
ル
相
談
」な
ど
。携
帯
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。
サ
イ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課�
０
４

３
（
２
２
３
）
４
０
６
９
へ
。 

　
（
指
導
課
）

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.kplaza.pref.chiba.lg.jp/em

anabi/

新
春
八
千
代
市
書
道
会
展
を
開
催

　

市
書
道
会
員
に
よ
る
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
書
展
を
開
催
し
ま
す
。
普
段
展

示
で
き
な
い
大
き
な
作
品
も
展
示
。
入
場
無
料
。

　

▼
日
時　

１
月　

日�
〜　

日�
午
前　

時
〜
午
後
５
時　

▼
場
所　

勝
田

17

19

10

台
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル　

■
講
演
会「
思
わ
ぬ
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
」　

講
師
は
岩
波
白
鵬
会
長
。
１
月

　

日�
午
前　

時
〜
正
午
、
同
会
場
で
。

17

11

　

▼
問
い
合
わ
せ　

市
書
道
会
・
井
上�
（
４
８
４
）
４
７
０
０

　
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

　

葛
南
地
方
生
涯
学
習
振
興
大
会
講
演
会
「
ケ
ー
タ
イ
と
子
ど
も
の
安
全
を
考

え
る
〜
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
で
き
る
こ
と
」
を
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ
フ
い
じ

め
、
学
校
裏
サ
イ
ト
、
メ
ー
ル
依
存
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
ケ
ー
タ
イ
世
界
」
に
ひ

そ
む
闇
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師
は
千
葉
大
学
准
教
授
・
藤
川
大
祐
さ
ん
。
事
例
発
表
「
シ
ニ
ア
世
代
男
性

の
集
い
〜
英
語
を
初
歩
か
ら
学
ぶ
寺
子
屋
サ
ー
ク
ル
」
も
あ
り
ま
す
。
入
場
無

料
。
保
育
あ
り
、
先
着　

人
（
要
予
約
）。

20

　

▼
日
時　

２
月
４
日�
午
後
１
時
〜
４
時　

▼
場
所　

総
合
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
定
員　

先
着
２
０
０
人　

▼
申
し
込
み　

１
月
５
日�

か
ら
、
電
話
で
生
涯
学
習
振
興
課�
（
４
８
１
）
０
３
０
９
へ

　

ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
成
人
で
、
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
運

営
な
ど
に
関
心
が
あ
る
人
。
年
１
回
程
度
、
平
日
の
日
中
に
行
わ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
人　

▼
任
期　
　

年
４
月
（
予
定
）
〜　

年
９
月　

日�
　

▼
募

21

22

30

集
人
数　

１
人　

▼
報
酬　

会
議
出
席
１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円　

▼
選
考
方

法　

書
類
選
考　

▼
応
募
方
法　

１
月　

日�
必
着
で
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

15

が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
を
書
い
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
（
書

式
は
自
由
）
と
、「
農
業
振
興
と
市
民
交
流
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
と
題
し
た
作

文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
、
〒
２
７
６－

０
０
１
５
米
本
４
９
０
５－

１
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン�
（
４
８
８
）６
７
１
１
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。　

※
応
募
書
類
は

非
公
開
、
返
却
し
ま
せ
ん 

　
（
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

●救急、小児、周産期に全力投球の２年間
　開院から２年、当センターは八千代市の中核病
院として、急性期医療※を中心に、特に救急医療、小
児医療、周産期医療に力を注いできました。これ
らの面で、八千代市の医療に貢献できたと考えて
います。これも市医師会の先生方、関係者の皆さ
んのお陰だと感謝しております。
　また、「やちよ健康フェスタ」には、大勢の市民
の皆さんにお越しいただき、温かい言葉を掛けて
いただきました。大変ありがたいことだと思います。
●「求心力」のある病院づくりを
　全国的に医師不足による医療崩壊が大きな問題
となっていますが、当センターでは、臨床研修医
の受け入れを行い人材育成に努めています。幸
い、希望に燃える意欲的な医師を多数採用するこ
とができました。若い医師にとって「ここで仕事
をしたい」と思えるような病院は、患者さんにとっ
ても良い医療を行っている病院である、といえま
す。今後も「求心力」と活力のある、魅力的な病院を
目指します。
●八千代を「健康モデル都市」に
　将来的には、皆さんの「病気にならないように
するための」健康づくりを、当センターの医師・
看護師がサポートするような仕組みを作りたいと
考えています。八千代が「健康モデル都市」にな
ればいいですね。
　今後もスタッフ一丸となり、市民の皆さんの健
康を守るため、より良い医療を提供して参ります。

八千代医療センター　病院長　�����
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　同センターには33の診療科があり、医師・看護
師など総勢約1,000人のスタッフが勤務。今回は、
その中から８科の医師の皆さんを紹介します。
●主な診療内容
●２年間を振り返り、心に残るエピソードを。また、
今後の取り組みや市民の皆さんへのメッセージを

■詳しい診療内容や実績、そのほかの診療科につ
いては同センターのホームページをご覧ください
http://www.twmu.ac.jp/TYMC/
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●呼吸器系の外科疾患（肺がんな
ど）、腹部～足の血管閉塞を来す病気
●開院当時、肺がんを患った女性
が来院されました。その患者さん

のご主人は、もっと実績のある病院にいくべきだ
と思われていましたが、何度も話し合いを繰り返
し、手術を行いました。その結果、早期がんだっ
たことが確認され、患者さんに「手術を受けて良
かった」と言っていただけました。話し合いを繰
り返すことで信頼関係が生まれ、任せていただけ
たことがうれしかったです。

��������	

●婦人科
●当科では、婦人科良性・悪性腫
瘍、子宮脱、不妊治療（体外受精
を除く）、更年期障害、月経前緊

張症などあらゆる婦人科疾患に対応できる体制を
整えています。
　また、これまで婦人科外来は週３回の開設でし
たが、昨年７月から月曜～金曜日の連日受診して
いただけるようになりました。何か心配なことが
あれば、気軽に受診してください。
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●形成外科
●開院してすぐに皮膚がんの患者
さんが皮膚再建のため来院され
ました。当時はまだ体制が整って

いなかったので、東京の本院での手術をお勧めし
ました。しかし、その患者さんは「この病院ができ
るのを待っていましたから、ここで手術を受けた
い」とおっしゃいました。体制が整った翌月、手術
を実施。患者さんは再発もなく、現在も時々診察を
受けにいらっしゃいます。今後も当院が、地域の患
者さんに頼られる存在であるよう頑張ります。

��������

●内視鏡検査全般
●先日、がんが進んで食べ物の通
りが悪くなった患者さんの内視鏡
治療を行いました。治療は、悪戦

苦闘した末に成功。その直後、患者さんが「これで
飯が食えるー」と叫ばれたのを聞いて、大変感動し
ました。内視鏡は大変な思いをしていただいた分、
得るものも大きい検査・治療です。多くの皆さん
に安心して検査を受けていただけるよう、経鼻内
視鏡検査や鎮静下内視鏡検査など、患者さんの負
担を軽減する検査法も積極的に取り入れています。
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●手術…脳 腫  瘍 など。救急医療…
しゅ よう

くも膜下出血、頭部外傷など
●開院当時はスタッフ２人で診療
をしていました。病床数も少なく、

常に満床という状態。救急対応も容易ではありま
せんでした。現在、当科に関してはあらゆる症状の
救急患者さんに対応が可能です。手術件数も増加
しました。当科は、最先端の技術・各種機器を導
入しており、全国レベルの治療水準だと自負して
います。今後も患者さんやご家族の希望・ニーズに
合った対応を心掛け、更に努力をして参ります。
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※急性期医療……病気の発症直後や、病状の変化の激
しい時期に行う医療のこと
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●関節リウマチなどのリウマチ性
疾患、膠原病、膠原病類縁疾患
●関節の 腫 れや痛みのため日常の

は

動作が困難な関節リウマチの患者
さんには、抗ＴＮＦ製剤という注射薬を使います
（※一部の患者さんには使えない場合があります）。
腫れや痛みがなくなり、健康な時と変わらない生
活が送れるようになったと、多くの患者さんに喜
ばれています。
　今年１月から専門医２人体制で診療を実施。ほ
ぼ毎日、外来診察ができるようになります。
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●ＣＴ、ＭＲＩなどの画像診断、
ＩＶＲ（放射線診断技術の治療的
応用）
●開院前、何度も設計図を直して、

最適な動線で検査機器を配置しました。ＣＴ、Ｍ
ＲＩ、血管撮影装置なども最良と思われる機器を
そろえており、大変効率の良い画期的な病院だと
思います。
　今後も院内の各ドクターと協力して、カテーテ
ル治療などの低 侵 

しん

 襲 治療（なるべく体に傷を付け
しゅう

ずに行う治療）を中心に診療を行います。
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●乳 腺 関係、 痔 、泌尿器、月経前症
せん じ

候群、更年期の重い身体症状など
●急に体調が悪くなって来院し、
検査を受けたけれど全く異常が見

当たらなかった、という女性を多く見受けます。皆
さんは「自分ではストレスを感じない」とおっしゃ
いますが“ストレスを自覚していないために、いろ
いろな症状が身体に出てしまう”ケースが多いよう
です。少しでも体調がおかしいな、と思ったら早め
に受診してください。当科では、乳がんの早期発見
のため、乳腺の検査・診断にも力を入れています。
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　東京女子医科大学八千代医療センターが、市の中
核病院として市民の熱い期待のもとに開院して２ 
年が経ちました。
　医療センター開院前の八千代市では、救急や高
度医療の多くを市外の医療機関に頼っていました。
しかし、開院により大部分の医療が市内で完結で
きるようになりました。
　医療センターが高度医療を主として担当するの
に対し、八千代市医師会の診療所・病院は「かかり
つけ医」として一般的な病気の患者さんを診断・治
療します。医師会の診療所・病院と医療センター
が、お互いの持ち場で機能を発揮しながら連携す
ることで、良質な地域医療が効率良く展開されま
す。このほかにも、医師会と医療センターが協働
して、夜間小児急病センターでの診療を行ったり、
講演会などを開催しています。今後も、市民の皆
さんの健康を守り、地域医療のレベルアップに貢
献して参ります。

市医師会と医療センターが手を携えて
地域医療のレベルアップを

八千代市医師会　会長

　�����

　同センターは、急性期医療を担う病院で、
24時間365日体制の救急医療、小児医療、総合
周産期母子医療センターを充実させた高機能病
院。周辺医療機関と連携し、急性期医療を同セ
ンターで行い、その後は必要に応じて地域の病
院などで治療を継続するという「地域連携型医
療」に取り組んでいます。
■フル稼働で入院・外来患者数が増加。救急車
の受け入れは年間約4,200台
　開院当初は150床でスタートし、昨年４月に
は355床フル稼働を開始。それに伴い、入院患
者数が大きく増加しました。新規入院患者数は
延べ7,224人。外来患者数も増加しています。
１日の平均外来患者数は約700人、年間延べ19万
9,356人が通院したことになります。
　救急車の受け入れ数は、年間約4,200台（月平
均346台） 。そのうちの75％は市内、25％は千葉、
船橋など周辺からの搬送です。（グラフ参照）
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問い合わせ

�������	�


�������	
������������	
�

�同センターのキャラクター
「GREENS」（グリーンズ）
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 市役所
 〒276－8501 大和田新田312－5
 �483－1151（代表）

　通常の妊娠・分 娩 にもかかわらず、
べん

脳性麻 痺 になった場合に補償金として
ひ

一時金600万円、分割金2,400万円の合
計3,000万円が支払われる産科医療補
償制度が１月１日から始まります。こ
れに伴い市国民健康保険では、産科医
療補償制度に加入している分娩機関で
１月１日以降に出産した場合に限り、
出産育児一時金を３万円引き上げ、38
万円支給します。 （国保年金課）

出産育児一時金を35万円から
38万円へ引き上げ

「第二斎場」建設用地が決定

����
 〒276－0042 ゆりのき台2－10
保健センター母子保健課　�486－7250 

 健康づくり課　�483－4646 
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午後１時30分～２時（肝炎検査）　②２
月５日�午前９時～10時（エイズ検査）、
午前９時30分～10時（肝炎検査）、午後
５時30分～７時30分（全検査）　�場所
習志野健康福祉センター　�申し込み
電話で健康生活支援課�475-5151へ
※昼間に行うエイズ検査の結果は、即
日判明。成績書が必要な人は目的の確
認と、本人確認ができるもの（運転免
許証・保険証など）の提示が必要です
■看護職員、歯科衛生士、歯科技工士
業務従事者届の提出　20年12月31日現
在県内で保健師、助産師、看護師、准
看護師、歯科衛生士、歯科技工士をし
ている人を対象に業務従事者届の確認
をします。届出用紙を１月15日�まで
に習志野健康福祉センター総務企画課
�475-5151に提出。届出用紙は同セン
ターで配布
■医師、歯科医師、薬剤師就業状況調
査　20年12月31日現在医師、歯科医師、
薬剤師の免許保持者（未就業者を含む）
は就業状況を届け出てください。届出
用紙を１月１５日�までに習志野健康福
祉センター総務企画課�475-5151に提
出。届出用紙は同センターで配布、もし
くはホームページhttp://www.pref. 
chiba.lg.jp/hokenjo/narashino/からダウ
ンロード
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　四市複合事務組合が整備する第二斎
場の建設用地は、市内桑橋字井の下小
谷津70番１他の山林、公簿面積23,338
平方メートルに決定しました。
　今後は、同組合が25年の供用開始に
向けて建設に取り組んでいきます。
 （健康福祉課）

　１回目は助産師による妊婦体操と制
度紹介、２回目は簡単な調理実習と歯
科医師による講話など。
　�日時　①２月19日�午後１時15分
～３時45分　②２月26日�午前11時～
午後３時15分／各回15分前から受け付
け　�場所　保健センター　�対象　
初めての赤ちゃんを迎える妊娠７か月
前後の人。なるべく安定期に受講を。
２人目以降で参加希望の人は要相談　
�定員　先着30人　�持ち物　母子健
康手帳、筆記用具、飲み物。２回目は
食材費150円とおにぎりなどの主食　
�申し込み　電話で母子保健課へ

　食べ物をかまないなど、子どもの食
事の仕方に不安を感じることはありま
せんか。栄養バランスが良く歯にも良
いお弁当づくりの講演、小学校の食育
の取り組みの事例発表などから家庭で
できる食育のヒントを見つけませんか。
保育あり。要予約（１歳～就学前のお
子さん先着15人）
　�日時　１月29日�午前９時30分～
正午　�場所　総合生涯学習プラザ　

　歯科医師による口 腔 ケアの大切さに
くう

ついての講話。
　�日時　１月22日�午前９時30分～
11時　�場所　保健センター　�定員
先着50人　�申し込み　19日�までに
電話で健康づくり課へ

火災場所の問い合わせは�459-0119へ

火災・救急時には　　　　　番���
１～11月　11月出動件数

6,310件 545件救急

  706件  58件火災・その他

生産緑地地区の都市計画変更

　八千代都市計画生産緑地地区の都市
計画を12月５日付けで変更しました。
変更内容は、市役所２階公園緑地課で
縦覧できます。 　（公園緑地課）

　市の成人歯科健診は２月末日まで受
診できます。健診を受けていない人は
早めに受けましょう。 （健康づくり課）

■女性のための健康相談　�日時　１
月９日�午前９時30分～11時30分、13
日�午後１時30分～３時30分　�場所
習志野健康福祉センター　�申し込み
地域保健福祉課�477-2119
■エイズ・梅毒・クラミジア・肝炎検
査（予約制）　梅毒・クラミジア検査は、
エイズ検査と同時に行う場合のみ無料・
匿名で受けられます。�日時　①１月
15日�午後１時～２時（エイズ検査）、
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●１月７日�午前９時30分～11
時45分・午後１時～４時30分、八
千代市役所
（八千代市献血推進協議会主催）

献
血
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１月１日～４日の休日当番医
　急に具合が悪くなったときは、最初に次の医療機関を受診して下さい。
八千代医療センターは、入院が必要な重症患者を中心に対応しますので、
皆さんのご協力をお願いします。【診療時間】午前９時～午後５時（昼休み
あり）時間外は「夜間・休日急病診療」をご覧ください

電話番号住　　所当　番　医診療科目診療日
485-5111上高野450セントマーガレット病院

内科小児科
１月１日�

480-3551大和田新田15高津団地1-21細野こどもクリニック
485-5111上高野450セントマーガレット病院外科・皮膚科
486-0418勝田台7-30-18陣内歯科医院歯 科
482-3020勝田622-2勝田台病院

内科小児科
１月２日�

481-1929勝田台2-12-9うのクリニック
482-3020勝田622-2勝田台病院外科・泌尿器科
486-1182村上2138-11すきがら歯科医院歯 科
405-7005八千代台西9-2-9メディパーク八千代台もと脳神経・内科クリニック

内科小児科

１月３日�
485-3177八千代台東1-20-7杉岡小児科
458-0078大和田新田99むらた整形外科外 科
486-8400村上1113-1村上団地1-51勝見産婦人科産科・婦人科
484-8640村上1113-1村上団地1-53杉山歯科医院歯 科
405-6503村上4049SYM THE BUILDING2-2クリニカdeこばやし

内科小児科

１月４日�
484-0558勝田679しま小児科
458-6130緑が丘1-2-10グリーンヒル鴻野クリニック外 科
486-8278八千代台西1-6-1八千代台皮膚科皮 膚 科
450-4050大和田新田63-5平嶋歯科医院歯 科

※歯科診療所を除く医療機関への地図は、八千代市医師会ホームページ
（http://www.chiba.med.or.jp/ yachiyo/）で見ることができます
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夜間・休日
急病診療

�往診はしません　�服用中の
薬、おくすり手帳があれば持参
してください

�������	
��
����������
（東京女子医科大学八千代医療センター内）

【小児科】毎日午後６時～11時

�電話がつながらないときは市役所�483-1151
　または消防本部�459-2441へ

�������	�����

●夜間急病待機医
　　　　【案内時間】平日 午後７時～翌日午前８時30分
　　　　　　　　　土・日曜日・祝日・年末年始　午後５時～翌日午前８時30分
　　　　内科系� 482-6870　外科系� 482-6871

●休日当番医
　　　　【案内時間】日曜日、祝日、年末年始　午前８時30分～午後５時
　　　　内科系（内科小児科）　� 482-6870
　　　　外科系、その他の科目　� 482-6871
　　　　歯科　　　　　　　　　� 482-6872

�講師　田沼敦子さん（歯科医師・料理
研究家）　�テーマ　おやこで食育！
食べるちからを育てよう　�申し込み
22日�までに電話で母子保健課へ

　次の場合、献血できないことがあ
ります。
�薬を服用している…ビタミン剤や
一般的な胃腸薬など、いわゆる「保
健薬」は服用していても支障ありま
せん。それ以外の薬を服用している
場合や、病気の種類によっては、献
血できないことがあります
�予防接種を受けている…インフル
エンザ、日本脳炎は接種後24時間、
おたふくかぜ、風疹、ＢＣＧは接種後
４週間献血できません
※年齢や健康状態により、献血でき
ない場合もあります。詳しくは、県船
橋赤十字血液センター�457-0711へ
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　特に表示されていないものは受講
無料です。詳しくは各主催者に問い
合わせてください。

ら小学校３年生対象（未就学児は保護
者同伴）。先着50人程度。□時 １月６日
�午前11時～正午　□申 当日直接同館へ
●つるし 雛 づくり・全４回（勝田台公

びな

民館�485-5202）全回参加できる市内
在住または在勤の成人女性対象。抽選
10人。裁縫道具持参。□時 １月26日�、
２月９日�・23日�、３月９日�午前
10時～正午　□費 ４回分1,500円　□申 往
復はがきに講座名、住所、氏名（ふり
がな）、年齢、電話番号、返信先を書き
１月８日�消印有効で〒276-0024勝田
735-7同館へ郵送
●おはなしと映画の会（八千代台公民
館�483-5553）お話「天福地福」、パネ
ルシアターなど。４歳以上対象。□時 １月
10日�午前10時30分～11時45分　□申 当
日直接同館へ
●東南ものづくり工房・ 和  布 を楽しむ

わ ふ

～ 小  筥 のかわいいお 雛 さま～・全４回
こ ばこ ひな

（八千代台東南公民館�485-4811）全回
参加できる市内在住または在勤の成人
対象。先着20人。裁縫道具持参。□時 １
月22日�・29日�、２月５日�・12日
�午後１時～４時　□費 ４回分3,000円
□申 ５日�から電話か直接同館窓口へ
●からだスッキリ！　運動はじめて講
座・全４回（緑が丘公民館�489-4919）
生活習慣病予防のための運動。全回参
加できる市内在住の成人対象。先着20
人。動きやすい服装でご参加を。□時 １
月20日�・27日�、２月３日�・10日
�午後１時30分～３時30分　□費 100円
□申 ５日�から電話か直接同館窓口へ

●お話いっぱい・お正月
（大和田公民館�482-08 
45）市内在住の１歳児か

●子ども県展入賞作品の
市内展（指導課�481-03 
01）子ども県展の入賞作

●ふるさと講座講演会⑥
近代の印旛沼干拓と開発
（郷土博物館�484-9011）

先着100人。講師は市史執筆者の高林直
樹さん。□時 １月17日�午後１時～２時30
分　□申 ６日�から電話か直接同館窓口へ

てに関する意見交換をしませんか。保育
あり。要予約。

●子育てワークショップ
「おしゃべり広場」お母さ
ん、お父さん同士で子育

●１月のプラネタリウム
（少年自然の家�488-65 
38）小学生以上対象。□時 

１月11日�・25日�午前10時30分・午後
１時30分／５分前までに入場　□費 市内

の人150円、市外の人300円　□申 当日直
接同所へ
●野鳥観察室の開放（少年自然の家�
488-6538）□時 １月11日�～３月８日�
午前９時～午後４時（土曜日、第１・
３日曜日、祝日を除く）　□申 当日直接同
所事務室へ

開 催 日 時名　　称
電話番号

１月20日�
午前10時30分～11時45分

こ あ ら

450-0942

１月21日�
午後１時30分～２時45分

のびのび

486-6716

１月23日�
午前10時30分～11時45分

あいあい

482-0952

の移行に向けて～」（消費生活センター
�485-0559）市内在住または在勤の成
人対象。先着30人。□時 １月22日�午前
10時～正午　□申 電話で同センターへ
●バラづくり講習会（環境緑化公社�
458-6446）先着25人。□時 １月29日�午
後２時～４時　□所 緑が丘公民館　□申 ５
日�から22日�までに電話で同公社へ
●普通救命講習会（総合生涯学習プラ
ザ�487-3719）ＡＥＤを含む心肺 蘇 生

そ

法など。修了者には「普通救命講習修了
証」を交付。市内在住または在勤の人
対象。先着20人。□時 １月17日�午後１
時30分～４時30分　□費 教本、消毒液代
など600円　□申 電話か直接同プラザ窓
口へ
●第２回甲種防火管理資格付与講習会
（消防本部予防課�459-7803）市内在住
または在勤の人対象。先着80人。□時 ２
月19日�・20日�午前９時～午後４時
30分　□費 テキスト代など4,300円　□申 
１月19日�～23日�午前８時30分～午
後４時30分に申込書を同課へ持参　 
※申込書は、８日�から同課及び各消
防署で配布

●消費者教室「地上デジ
タル放送に関する知識～
地上デジタルテレビ放送

品約1,100点を展示。□時 １月８日�～14
日�午前10時～午後４時（11日�は休

館）　□所 学校美術館（勝田台小学校別 
館２階）
●五市中学校合同技術・家庭科作品展
（指導課�481-0301）八千代、船橋、市
川、習志野、浦安の中学校及び船橋市
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会
・
全
４
回　

１
月　

日�
・　

日�
、

17

31

２
月
７
日�
・　

日�
　

時
〜　

時
、
睦
公
民
館
。
東
雲
会
・
眞

21

10

12

島�
（
４
８
２
）０
３
４
０

●
新
春
か
る
た
大
会　

１
月　

日�
　

時
〜　

時
、
八
千
代
台
自

18

10

15

治
会
館
。
一
般
７
０
０
円
、高
校
生
以
下
５
０
０
円（
昼
食
付
き
）。

申
し
込
み
は
つ
く
ば
ね
会
・
松
本�
（
４
８
２
）３
６
３
９
へ

●
八
千
代
市
長
野
県
人
会
総
会
・
新
年
懇
親
会　

１
月　

日�
　

18

10

時　

分
か
ら
、八
千
代
台
文
化
セ
ン
タ
ー
。
年
会
費
１
０
０
０
円
、

30
懇
親
会
費
２
０
０
０
円
。
同
会
事
務
局
・
松
下�
（
４
８
３
）３
９ 

４
６

●
書
道
展　

１
月　

日�
　

時
〜　

時
、　

日�
　

時
〜　

時
、

21

13

20

22

10

20

　

日�
　

時
〜　

時
、
勝
田
台
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
勝

23

10

17

田
台
書
道
ク
ラ
ブ
・
石
井�
（
４
８
５
）２
５
７
０

●
バ
ス
で
巡
る
初 
詣 
や
ち
よ
八
福
神
と
郷
土
博
物
館　

１
月　

日

も
う
で

25

�
９
時　

分
〜　

時　

分
、
八
千
代
台
文
化
セ
ン
タ
ー
前
集
合
。

30

15

30

抽
選　

人
。
１
０
０
０
円
。
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

50

電
話
番
号
、
返
信
先
を
書
き　

日�
必
着
で
〒
２
７
６－

０
０
２

10

２
上
高
野
１
２
２
０－

５
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
稲
子
谷

喜
造�
（
４
８
３
）６
２
０
５
へ
郵
送
。
２
人
ま
で
連
記
可

●
家
庭
婦
人
卓
球
大
会　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
、
サ
ー
ク

ル
在
籍
者
対
象
。
ダ
ブ
ル
ス
一
部
・
二
部
。
ペ
ア
は
当
日
抽
選
。

一
人
で
も
参
加
可
。
２
月
５
日�
９
時
か
ら
受
け
付
け
、
市
民
体

育
館
。
１
０
０
０
円
。　

日�
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
八
千

27

代
市
卓
球
連
盟
・
徳
永��
（
４
８
４
）３
０
５
１
へ

●
市
民
ス
キ
ー
教
室
（
菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
）　

小
学
生
以
下
は 

保
護
者
同
伴
。
先
着　

人
。
２
月
６
日�
　

時
市
役
所
前
集
合
、

45

20

９
日�
　

時
帰
着
予
定
。
市
役
所
駐
車
場
は
使
用
不
可
。
中
学 

20

生
以
上
３
万
６
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下
３
万
円
（
昼
食
、
リ
フ

ト
代
、レ
ン
タ
ル
料
金
別
途
）。　

日�
ま
で
に
電
話
で
市
ス
キ
ー

31

連
盟
・
柏
木�
０
９
０（
２
６
４
６
）５
５
２
９
へ

立船橋特別支援学校、市川市立特別支
援学校の優秀作品を展示。□時 １月21日
�～25日�午前９時～午後４時30分　
□所 県立現代産業科学館（市川市）／ＪＲ
本八幡駅または京成鬼越駅下車

市民伝言板と会員募集の「掲載のきまり」を変更します

　「市民伝言板」「会員募集」は市民の
皆さんが行う行事の案内や団体の
会員募集をするコーナーです。
　より多くの皆さんに適切にご利
用いただくため、広報やちよ４月
１日号掲載分から「掲載のきまり」
を変更いたします。

●対象団体
市民の皆さんにより構成される任
意の団体で次の要件をすべて満た
すもの
・会の事務局などが市内にあり、
市内の公共施設などを活動拠点
としていること
・営利、政治、宗教を主たる活動
目的とする団体ではないこと
・継続的に活動をしていること

原則として次のような内容のもの
は掲載できません
・営利、政治、宗教を主たる目的

とするもの
・広告、宣伝を目的とするもの
・特定の団体、個人を支援または
 誹  謗 ・中傷するもの
ひ ぼう

・掲載内容と実際の活動内容が著
しくかけ離れていることが過去
に確認されているもの
・定期的に行われている活動の案
内（例：サークルの活動内容の
紹介）
・掲載の意図や内容が不明確なもの
・団体が通常の活動日に実施する
体験会や講習会のお知らせ（会
員募集として扱います）
・塾及び講師自らが参加者や会員
を募集するもの
・特定の人を対象とする行事
・事業所が行う教室、講座、講演会
・その他、行政広報としての公共
性、公益性を損なうおそれがあ
るもの

■掲載の案内

市民伝言板

・掲載は原則として１団体、年（１
月～12月）３回までとします
・締め切りは発行日の約40日前ま
でです
・問い合わせ先は八千代市民であ
ることとします

●申し込み方法
団体名、行事の名称・内容、開催
日時・場所、費用、連絡先（ファ
クスをお持ちの人はファクス番号
も）を書き〒276-8501市役所広報
広聴課�485-4023へ郵送、ファク
スまたは持参。詳しくは同課�48 
3-1151へ

会員募集

・掲載は１団体、年（１月～12月）
１回とします
・不定期掲載で受け付け順に掲載
します
・問い合わせ先は八千代市民であ
ることとします

●申し込み方法
団体名、活動内容、日時、場所、
費用、連絡先（ファクスをお持ち
の人ファクス番号も）を書き〒27 
6-8501市役所広報広聴課�485-40 
23へ郵送、ファクスまたは持参。
詳しくは同課�483-1151へ

※「掲載のきまり」を変更するにあ
たり、「会員募集」の受け付けは１
月１日～３月31日�の期間休止
します



広報やちよは、市ホームページの
ＰＤＦ版でも、見ることができます
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　��月�日、文化伝承館で「八千代の
伝承文化を習おう・昔遊び編③エコ�餅�

もち

つき大会」が行われました。これは、
最近行われることが少なくなった餅つ
きや正月の遊びを体験してもらおうと
同館が開催したもので、今年で��回目。
今回からは、“エコ”な餅つき大会を目
指し、はし、皿、おわんを持参しても
らい、ごみの削減を図りました。
　この日は家族連れなど���人が参加。
同館のボランティアグループ「�結�の会」

ゆい
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鯉
の
水
脈
ま
つ
す
ぐ
冬
日
分
か
ち
け
り 

勝　
　
　

田　

津
田　

敏
子

  
時
雨
る
る
や
忠
敬
橋
の
分
度
器
も 

勝　

田　

台　

手
代
木
敬
子

  
ア
ロ
マ
の
香
纏
ひ
て
眠
る
近
松
忌 

八
千
代
台
北　

西
岡　

裕
子

  
信
濃
路
や
日
ざ
し
豊
か
に
栗
弾
け 

勝　

田　

台　

千
須
和
美
和
子

  
大
海
を
見
は
る
か
す
崖
石
蕗
の
花 

大　

和　

田　

羽
生
田
俊
一

  
働
き
し
褒
美
の
ご
と
き
小
春
か
な 

米
本
団
地　

秋
山　

義
光

  
木
洩
れ
日
の
中
行
く
家
族
七
五
三 

八
千
代
台
北　

戸
村　
　

伸

  
冬
萌
や
老
後
は
笑
顔
信
条
に 

萱　

田　

町　

内
池　

幸
子

  
冬
紅
葉
小
さ
な
駅
を
賑
は
せ
り 

八
千
代
台
西　

宍
戸　

光
子

  
美
し
く
舞
ひ
て
落
葉
と
な
り
に
け
り 

勝　

田　

台　

中
山　

和
代

  
今
朝
す
で
に
風
の
尖
り
て
冬
に
入
る 

村　
　
　

上　

平
野　

織
江

  
初
し
ぐ
れ
携
帯
電
話
の
音
消
し
ぬ 

大　

学　

町　

横
溝　
　

博
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の皆さんの指導のもと餅つきを体験しました。そ
の後、つきたてのお餅を味わい、羽根つきやこま
回しなどの昔遊びを楽しみました。 ��������	
��
�

�������	�����
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　��月�日から�日まで、勝田台小学校内の学校
美術館で市子ども美術展が開催されました。市内
の小・中学生の作品、約�����点を展示。�日の土
曜日には、児童・生徒とその家族約���人でにぎわ
いました。ずらりと並ぶ作品の中から自分の作品
を探し出すと、ちょっと誇らしげに家族に見せる
子どもたち。作品と一緒に記念撮影をする姿もあ
ちらこちらで見られました。

��������	
	����������

�������������	


■自主防犯活動に対する感謝状の贈呈
　��月��日、福祉センターで市自主防犯パトロール隊長
会議が開かれ、「空き巣被害ゼロ連続達成」など自主防犯
活動の成果が認められた��団体に、市と八千代警察署か
ら感謝状が贈られました。
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　��月�日、総合運動公園多目的広場・新川遊歩道周辺
でニューリバーロードレースが開催されました。��回目
となるこの大会には�����人が参加。市内や近隣市町村
からはもちろん、秋田県や広島県など遠方からも参加が
ありました。ランナーは���キロ身体障害者、���キロ親
子ファミリー、�キロ、��キロ、��マイル（��キロ）コー
スに分かれ、次々とスタート。新川の風を受け、ゴール
を目指しました。�������	
���

������������	
��
���	����
　八千代市環境緑化公社では、緑に親しみを持っ
てもらおうと講習会を開催しています。
　緑が丘公民館で��月�日に行われた「緑の講習
会」には、��人が参加。カラーサンドを使った寄
せ植え作りに挑戦しました。この寄せ植えは、透
明なグラスを鉢にし、土ではなく、色付きの砂を
使って作ります。「色が混ざらないように」と教わ
った参加者は、色を変えるたびスプーンについた
砂をふき取り、慎重に作業を重ねました。そして、
作品が完成すると「きれいですね。家族に見せる
のが楽しみ」とうれしそうに話していました。 �������	
�
�	
���������

�������	
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����
��������

�
�
�
�

初
日
射
す
千
年
を
経
し
杉
の 
梢 　
　
　

希
世
子

う
れ

白
鳥
に
絢
爛
と
湖
あ
り
に
け
り　
　
　
　

〃

�
�
�
��
��
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
希
世
子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
や
ち
よ
俳
壇
」
も
四
三
三
回

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
息
長
く
続
け
て
来
ら
れ
た
の
も
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
の
共
感
を
得

ら
れ
る
作
品
を
掲
載
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
界
や
生
活
の
中

か
ら
得
た
感
動
を
綴
る
輪
が
広
が
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

������
は
が
き
に
未
発
表
の
句
を
三
句
と
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
書
き
〒���

－����
大
和
田���

－�
教
育
委
員
会
庁
舎
内

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
俳
句
係�
（���
）����
へ
郵
送
。
締
め
切
り

は
毎
月
月
末


